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作
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
川
上
弘
美 

 

昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
四
月
一
日
～
。
小
説
家
。
俳
人
。
東
京
都

に
生
ま
れ
る
。
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
、
御
茶
の
水
女
子
大
学
理
学

部
生
物
学
科
を
卒
業
。
在
学
中
は
Ｓ
Ｆ
研
究
会
に
所
属
。
卒
業
後
、
東
京
大

学
医
科
学
研
究
所
で
二
年
間
研
究
員
を
務
め
る
。
同
時
期
に
Ｎ
Ｗ―

Ｓ
Ｆ
社

で
編
集
に
携
わ
り
、「
季
刊
Ｎ
Ｗ―

Ｓ
Ｆ
」
に
自
身
の
短
編
を
掲
載
す
る
。
昭

和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
か
ら
六
十
一
年
ま
で
、
田
園
調
布
雙
葉
中
学
校
・

高
等
学
校
で
理
科
の
教
諭
を
務
め
る
。 

文
学
活
動 

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
「
神
様
」
で
第
一
回
パ
ス
カ
ル
短
編
文
学
新
人

賞
を
受
賞
。
七
年
、「
婆
」
が
第
一
一
三
回
芥
川
賞
候
補
作
品
に
な
り
、
八
年
、

「
蛇
を
踏
む
」
で
第
一
一
五
回
芥
川
賞
を
受
賞
。
十
一
年
、
作
品
集
と
し
て

の
「
神
様
」
で
第
九
回
紫
式
部
文
学
賞
、
第
九
回Bu

n
k
amu

r
a

ド
ゥ
マ
ゴ
文

学
賞
を
受
賞
。
十
二
年
、「
溺
レ
る
」
で
第
一
一
回
伊
藤
整
文
学
賞
、
第
三
九

回
女
流
文
学
賞
を
受
賞
。
十
三
年
、「
セ
ン
セ
イ
の
鞄
」
で
第
三
七
回
谷
崎
潤

一
郎
賞
を
受
賞
。 

そ
の
後
も
精
力
的
に
著
作
活
動
を
続
け
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
、

「
真
鶴
」
で
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
を
、
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
、

「
水
声
」
で
第
六
六
回
読
売
文
学
賞
を
、
二
十
八
年
、「
大
き
な
鳥
に
さ
ら
わ

れ
な
い
よ
う
」
で
第
四
四
回
泉
鏡
花
文
学
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
三
十
一
年
に

は
紫
綬
褒
章
を
受
章
す
る
。
内
田
百
閒
の
影
響
を
受
け
、
寓
話
的
で
あ
り
、

幻
想
性
と
日
常
性
が
混
じ
り
合
う
独
特
の
作
風
が
特
徴
。
エ
ッ
セ
イ
や
対
談

も
多
く
、
俳
人
で
も
あ
る
。 

 

平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
か
ら
谷
崎
潤
一
郎
賞
、
十
九
年
か
ら
芥
川
賞
、

二
十
年
か
ら
三
島
由
紀
夫
賞
の
選
考
委
員
を
務
め
る
。
そ
の
他
、
文
學
界
新

人
賞
（
平
成
十
七
年
か
ら
十
九
年
）、
野
間
文
芸
新
人
賞
の
選
考
委
員
も
務
め

る
。 

作
者
を
解
く
カ
ギ 

 

文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作
品
と
な
っ
た
「
神
様
」
は
、
初
期
の
川
上
弘
美
を
代
表

す
る
作
品
で
あ
り
、
そ
の
後
に
続
く
作
者
独
特
の
作
風
を
顕
著
に
表
し
て
い

る
。 

 

川
上
弘
美
本
人
が
様
々
な
媒
体
で
内
田
百
閒
を
愛
読
し
て
い
る
こ
と
に
言

及
し
て
い
る
通
り
、
幻
想
と
現
実
が
混
じ
り
合
う
世
界
で
、
異
界
と
日
常
の

交
流
が
描
か
れ
る
物
語
は
、
幻
想
文
学
を
現
代
リ
ア
リ
ズ
ム
に
溶
け
込
ま
せ

た
よ
う
な
筆
致
で
あ
る
。
こ
の
異
界
と
日
常
の
境
界
線
が
消
え
て
し
ま
っ
た

独
特
の
世
界
を
成
立
さ
せ
る
に
は
、
曖
昧
で
可
愛
ら
し
い
登
場
人
物
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
リ
ア
ル
な
存
在
が
物
語
内
に
確
か
な
説

得
力
を
も
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

 

「
蛇
を
踏
む
」
が
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
際
、
同
時
に
直
木
賞
を
受
賞
し
た

の
が
乃
南
ア
サ
で
あ
っ
た
た
め
に
、
マ
ス
コ
ミ
は
女
性
作
家
の
時
代
到
来
を

喧
伝
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
川
上
の
作
風
が
寓
話
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
批
評

も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
評
価
も
や
は
り
、
作
者
が
内
田
百
閒
を
は
じ
め
と

す
る
幻
想
文
学
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
の
裏
返
し
で
も
あ
ろ
う
。 

 

短
編
集
「
神
様
」
で
は
、
様
々
な
不
思
議
な
存
在
と
「
わ
た
し
」
と
の
交

流
が
描
か
れ
る
。「
わ
た
し
」
に
よ
る
語
り
は
、
そ
れ
ら
他
者
達
へ
の
ま
な
ざ

し
で
あ
る
と
同
時
に
、「
わ
た
し
」
自
身
の
他
者
性
を
写
す
鏡
で
も
あ
る
。 

作
者
は
父
の
仕
事
の
都
合
に
よ
り
、
赴
任
先
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
五
歳
か

ら
七
歳
ま
で
の
幼
少
期
三
年
間
を
過
ご
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ



明治書院「精選 言語文化」指導資料 R4 
近現代文編 単元 3「離さない」作者・出典・参考文献●2 

e_03_02_03_hanasanai_sakusya 

公
民
権
運
動
に
象
徴
さ
れ
る
社
会
の
な
か
、
言
葉
の
通
じ
な
い
国
で
ア
ジ
ア

人
と
し
て
異
文
化
に
出
会
っ
た
経
験
の
影
響
が
、
作
品
に
と
し
ば
し
ば
登
場

す
る
他
者
と
の
交
流
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

川
上
作
品
の
特
徴
と
言
え
ば
、
そ
の
独
特
な
文
体
で
あ
る
。
幼
少
期
か
ら

児
童
文
学
に
親
し
み
、
児
童
文
学
翻
訳
者
で
あ
る
村
岡
花
子
、
瀬
田
貞
二
、

石
井
桃
子
な
ど
の
言
葉
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
文
語
調
の
古
風
な
言
い
回

し
や
、
独
特
な
オ
ノ
マ
ト
ペ
、
本
来
片
仮
名
の
表
記
を
平
仮
名
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
物
語
世
界
に
柔
ら
か
、
優
し
さ
、
不
思
議
な
情
景
が
生
ま
れ
、

ま
た
登
場
人
物
た
ち
の
心
理
描
写
の
機
微
も
描
き
出
し
て
い
る
。 

 

出
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本
文
は
「
神
様
」
（
中
央
公
論
社 

平
成
十
）
に
よ
っ
た
。「
離
さ
な
い
」

が
収
録
さ
れ
て
い
る
短
編
集
「
神
様
」
は
九
つ
の
作
品
か
ら
な
る
。
い
ず
れ

の
作
品
に
も
人
間
と
は
異
な
る
不
思
議
な
生
き
物
が
登
場
し
、
そ
れ
ら
異
種

と
の
交
流
や
関
わ
り
を
通
し
て
、
人
間
社
会
や
人
間
そ
の
も
の
を
描
き
出
し

て
い
る
。 

出
典
と
の
異
同 

 

教
科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
、〔 

〕
内
の
理
由
に
よ
り
、
次

の
通
り
改
め
た
。 

〇
会
話
文
の
最
後
の
句
点
を
省
略
（
全
体
）
〔
原
文
を
尊
重
す
る
た
め
〕 

〇
「
め
く
ら
っ
ぽ
う
」→

削
除
（
原
文
Ｐ
一
七
〇
・
７
、
教
科
書
Ｐ
二
五
三
・

２
）
〔
教
育
上
の
配
慮
〕 

  

参
考
文
献 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊
教
師
用 

〇
川
上
弘
美
に
つ
い
て 

「
さ
ら
ば
愛
し
き
幻
獣―

川
上
弘
美
「
神
様
」」
小
谷
真
理 

す
ば
る 

平
成
十
・
十
二 

「
小
説
の
書
き
方―

私
の
場
合
」
川
上
弘
美 

「
早
稲
田
文
学
」 

平
成
十
二
・
十
一 

「
彼
女
た
ち
は
小
説
を
書
く
」
後
藤
繁
雄 

 
 

メ
タ
ロ
ー
グ 

平
成
十
三 

「
一
部
を
書
い
て
全
部
を
書
き
た
い 

川
上
弘
美
」
川
上
弘
美 

「
広
告
批
評
」 

平
成
十
三
・
四 

〇
人
魚
に
つ
い
て 

「
人
魚
伝
説
」
（
「
知
の
再
発
見
」
双
書
32
」 

ヴ
ィ
ッ
ク
・
ド
・
ド
ン
デ
著
、
富
樫
瓔
子
訳 

 
 
 

創
元
社 

平
成
五 

〇
桜
に
つ
い
て 

「
桜
の
文
化
史
」
小
川
和
佑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

朝
日
文
庫 

平
成
三 

「
桜
と
日
本
人
」
小
川
和
佑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
潮
選
書 

平
成
五 

 

＊
生
徒
用 

〇
人
魚
を
題
材
に
し
た
作
品 

「
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
人
魚
」
岩
井
俊
二 

 
 
 
 
 

角
川
文
庫 

平
成
十
三 

「
人
魚
の
血
：
珠
玉
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
オ
リ
ジ
ナ
ル
＆
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」 

井
上
政
彦
監
修 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

光
文
社 

平
成
十
三 

「
幸
福
な
王
子
」
ワ
イ
ル
ド 

 
 
 
 
 
 
 
 

新
潮
文
庫 

平
成
十
五 

 
 
 

＊
「
漁
夫
と
人
魚
」
を
収
録
。 
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「
人
魚
の
森
」
高
橋
留
美
子
（
漫
画
） 

 
 
 
 
 

小
学
館 

平
成
十
五 

〇
桜
を
題
材
に
し
た
作
品 

「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」
坂
口
安
吾 

 
 
 

講
談
社
文
芸
文
庫 

平
成
元 

「
檸
檬
」
梶
井
基
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
潮
文
庫 

平
成
十
五 

＊
「
桜
の
木
の
下
に
は
」
を
収
録
。 

  


